
アボ リジニ と白人 の異 文化 コ ミュ ニケ ー シ ョン47

ア ボ リジニ と白人 の異 文化 コ ミュニ ケ ー シ ョン

西 本 徹

1.は じめ に(ア ボ リジ ニ 概 観)

オース トラ リアの アボ リジニ(Aborigine)と い うと,今 も上半 身 は裸 で黒

い肌 をあ らわに しなが ら槍 を もち,砂 漠 や森 で狩猟 ・採集 生活 を続 けてい る と

い う偏 った イメー ジがあ る。

しか し,今 日では 白人や アジア入 との混血 がすす み 「純粋 な アボ リジニ」 と

い える人 は少 な くなって いる。兄弟 や姉妹 で も互 いに肌 の色 がか な り異 なる場

合 があ る。 なか には,白 人 と見分 けがつか ないアボ リジニ もい る。

また,ア ボ リジニの大半 が住 んでい るの は都市 部であ り,彼 らの生活 ス タイ

ルは白人の もの とほぼ変 わ らない。辺境 の地 で政 府か ら支給 された住居 に住 み

なが ら,一 定 の伝統 的生活 を保 ち続 けてい るアボ リジニの数 は減 ってい る。 よ

り良 い職 を求めて,都 市 に移住 ・定住 す る傾 向があ るか らである。

オー ス トラ リア社 会 の根底 に流 れ てい る ヨー ロ ッパ 的 な文化 の影響 の もと

で,と りわけ都市 で育 ったアボ リジニに は権利意識 や 自己主張が強 まってい る。

マ イ ノ リテ ィと して分相応 の地位 に甘 ん じるので はな く,自 分 た ちは先住民族

とい う特 別 な存在 であ り,独 自の文化 を もって いる とい う意識や主張 か ら,マ
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ジ ョリテ ィで ある 白人 との あい だに様 々な文化 的軋櫟 や利 害の対 立が生 じやす

い側面 が ある。他方,ヨ ー ロ ッパ 的 な文化 には民主主義 や個 人主義,そ してキ

リス ト教 に よる博愛 主義 もある。教育 をは じめ とす る社会 的 な環境 に よ り文化

変容 し,社 会 に溶 け込み なが ら経済 やその他の面で一応 の成功 を収め てい る人

た ちや,多 くの分 野で専 門的知識 を身 につ けアボ リジニ全体 の利益 のために貢

献 して いる人 たち もい る。

オー ス トラリア先住民 の子孫 をあ らわす言葉 は二 つあ る。一つ はお よそ4～

5万 年前 に東 南 アジアか らニ ューギ ニァ を経 てオース トラ リアに渡 った とい わ

れ てい るアボ リジニで,も う一つ はパ プ ア ・ニ ューギニ ア とオース トラ リア北
　 　 　 え 　　け 　 　 ぐ 　 　 　 　 　

東 部 との あ い だ にあ る トレス 海 峡 諸 島 出 身 のTorresStraitIslandersで あ る。

(以 下,ト レス 海 峡 諸 島民 と記 す 。)オ ー ス トラ リア大 陸 に植 民 して きた イ ギ リ

ス 人 は,こ の大 陸 に住 ん で い た肌 の 黒 い人 々 をア ボ リ ジニ と して総 括 的 に呼 び,

単 一民 族 ・文 化 で あ る と誤 解 し,お の お の の 居 住 地 にお け る多様 性 を無 視 して

し まっ た 。 実 際 に は,18世 紀 の 後 半 に イ ギ リス が オ ー ス トラ リ ア大 陸 の植 民 地

化 を始 め た と き,約200か ら250も の全 く通 じな い言 葉 を話 す 集 団 に分 か れ て い

た の で あ る1)。

1970年 代 に 台頭 し,現 在 ます ます 盛 ん に な って い る アボ リジ ニ の権 利 獲 得 運

動 は,自 分 た ち に対 す る負 の イ メー ジ を払 拭 す る 目的 で 英 語 の言 語 改 革 に も及

ん で い る。 知性 や 文 明,社 会発 展 の 面 で 「遅 れ て い る」 とい う レ ッテ ル を除 去

す る た め に,primitive(原 始 的 な)と かnative(土 着 民)と い っ た 表現 は使 っ

て は な ら ない と され て い る。 数 々 の言 い換 え表 現 も提 示 され お り,た とえ ば,

nomads(遊 牧 民 族)をhuntersandgatherers(狩 猟 ・採 集 民 族)に,tribes

(部 族)をfamilygroups(家 族 集 団)やclans(氏 族)に とい っ た具 合 で あ る。

オ ー ス トラ リア の政 府 や 教 育 機 関,新 聞 等 の メ デ ィア も倫 理 規 定 の一 環 と して

遵 守 して い る。

現 在 の オ ー ス トラ リ ア先 住 民 人 口 は約46万 人 で,オ ー ス トラ リ ア全 人 口約

2000万 人 の2パ ー セ ン ト強 に 当 た る。 よ り詳 細 に は,2001年 の 調 査 に よる と

366,429人 が ア ボ リ ジ ニ で 先 住 民 族 の うち89.4%を 占 め,ト レス 海 峡 諸 島 民 は
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26,046人 で 先 住 民 族 の6.4%で あ る 。17,528人 は ア ボ リジ ニ と トレス 海 峡 諸 島民

の 混 血 に よる子 孫 で あ り,先 住 民 族 の4.3%で あ る2)。

オ ー ス トラ リ ア 社 会 の 主 流 を 形 成 し て い る の は,ア ン グ ロ ・ケ ル ト系

(Anglo-Celtic)の 白人 で あ る。 最 初 のAngloと い うの は,イ ギ リス か ら渡 って

きた ア ング ロ ・サ ク ソ ン人(Anglo-Saxons)の こ とで あ る。 次 のCelticと い う

の は,ケ ル ト系 の ア イル ラ ン ド人,ス コ ッ トラ ン ド人,ウ ェー ルズ 人 で あ る。

以 下,ア ボ リジ ニ を中心 と して論 をす す め るが,ア ボ リジ ニ と トレス 海 峡 諸

島 民 を合 わせ て 言 及 す る際 に は 「先 住 民 」 とい う用 語 を使 う こ と にす る。 ア ン

グ ロ ・ケ ル ト系 オ ー ス トラ リア 人 と他 の ヨー ロ ッパ 系 オー ス トラ リア 人 を総 称

す る場 合 は 「白 人」 と し,ア ボ リ ジ ニ以 外 のす べ て の オ ー ス トラ リア 国 民 を指

す 場 合 は 「非 ア ボ リジ ニ」 とす る。

皿.「 ワ ル チ ン グ ・マ チ ル ダ」 に あ らわ れ る オ ー ス トラ リア 人 気 質

「ワ ル チ ン グ ・マ チ ル ダ」(WaltzingMatilda)は,オ ー ス トラ リ ア を代 表

す るポ ピ ュ ラー な歌 で あ る。 浮 浪 の旅 を して い る渡 り労 働 者 が 主 人 公 で,羊 を

失 敬 しよ う と した た め に撃 ち殺 され そ う に な り,池 に 身投 げ して し まい,今 も

彼 は亡 霊 とな っ て歌 い続 け て い る とい う内 容 で,1895年,バ ンジ ョー ・パ ター

ソ ン(BanjoPatterson1864-1941)に よ って 作 詞 され た。 権 力 と対 抗 した 無 力

な労働 者 に 同情 す る歌 で あ る。 後 にパ ター ソ ンの もの を ア レ ン ジ した歌 詞 が 二

種 類 で き,1903年 にMaryCowangに よ っ て書 か れ た もの が 現 在 もっ と もポ ピ

ュ ラー で あ る。

ワ ル チ ン グ ・マ チ ル ダ を国歌 に しよ う との提 案 も何 度 か され た 。 正 式 な 国歌

はAdvanceAustralianFairだ が,現 在 も非 公 式 なが ら 「第 二 の 国歌 」 と よ く

言 わ れ る。1976年 の モ ン トリ オー ル ・オ リ ン ピ ックで は 国歌 と して歌 われ た こ

と もあ る 。 しか し,国 歌 に は 国 と して の威 厳 が 必 要 で あ り,ど ん な に オ ー ス ト

ラ リ ア人 の 心 を と らえ て い て も,子 羊1匹 を盗 ん で 自殺 す る放 浪 者 の歌 を正 式

な 国歌 に す るの は は ば か れ た のだ ろ う。
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こ の歌 に は ア ボ リジ ニ の 言 葉 が た くさん使 わ れ て い る。 バ ン ジ ョー ・パ ター
ぽ 　 ぷ 　

ソ ン は,ア ボ リジ ニ に あ る種 の 共 感 を寄 せ て い た と考 え られ る。Billabongは

「池 」 とい う意 味 。 ア ウ トバ ック(Outback=内 陸 の辺 境 地)は 乾 燥 地 で あ る

が,ひ とた び雨 が 降 る と小 川 は濁 流 と な る。 天 気 が 回復 す る と,く ぼ地 や 木 が
　 　 り 　く

茂 る とこ ろ に だ け水 が た ま り,そ れ がbillabongで あ る。Coolibahは,そ の水 場
か 　 　 り 　

に生 え て い る ユ ー カ リの 木 の一 種 で,オ ー ス トラ リア英 語 で はgumtreeで あ
　 　 　 　 　 　

る。Jumbuckは,に わ か 雨 の 前 に 空 に 浮 か ぶ 白 い 雲 の こ とで,子 羊 とい う意

味 に な っ て い る。 ア ボ リ ジニ は,白 くもや もや と した 形 か ら白人 入 植 者 が 飼 っ

て い た 羊 を連 想 した の で あ ろ う。
　 　 　 　 　 　

この 歌 の全 体 の ス トー リー は 「あ る 日,陽 気 なswagman(放 浪 者)が,ビ

ラ ボ ンの ほ と りに立 ち止 ま り,ク ー リバ の木 の 下 で 一 休 み して い た 。 そ こに ジ

ャムバ ックが水 を飲 み に や っ て きた。 これ は しめ た と流 れ者 が そ の 子 羊 を捕 ま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぜ 　 　に

え,tuckerbag(食 料 袋)に 押 し込 ん だ 。 と ころがsquatter(大 牧場 主)と 騎

馬 警 官3人 が や っ て 来 た 。 警 察 に連 行 され よ う と した と こ ろで,放 浪 者 は 『捕

ま っ てた まる もの か 』 と ビ ラボ ン に飛 び込 ん で しま った 。今 で もあ の ビ ラボ ン

に行 く と,ス ワ ッ グマ ンの亡 霊 が現 れ て 歌 う。 マ チ ル ダ を踊 ろ う」 とい う もの

で あ る。

周 知 の よ うに オー ス トラ リア は囚 人 の流 刑 地 と して 植 民 地 化 され た の で あ る

が,そ れ だ け に権 力 を憎 む 人 々 の気 持 ちが こ の歌 に代 弁 され て い る よ うで あ る。

オ ー ス トラ リア に は,こ の種 の 反 権 力 をた た え る伝 統 が 根 づ い て い る。 ネ ッ

ド ・ケ リー(NedKelly)が 実在 した 人 物 と して は最 も有 名 で あ る 。彼 は貧 し

い ア イル ラ ン ド移 民 の 息 子 で16歳 の と き,す な わ ち1871年,馬 泥棒 の冤 罪 で投

獄 さ れ3年 後 に釈 放 され た が,そ の 後 も富 裕 な権 力 者 が 悪 徳 警 察 官 を動 か し,

ネ ッ ドや 家 族 を落 し入 れ よ う と陰 謀 を企 て た。 耐 えか ね た ネ ッ ドは幼 馴 染 ら と

と もに4人 組 の ギ ャ ング を組 織 し権 力 と果 敢 に 闘 っ たが,1880年,25歳 の 若 さ

で,メ ル ボ ル ンの 監獄 に て絞 首刑 に処 せ られ た 。 当時,ビ ク トリア 州 や ニ ュ ー

サ ウ ス ウ ェ ー ル ズ 州 の 貧 しい 農 民 た ち の あ い だ に広 が っ たasgameasNed

Kelly(ネ ッ ド ・ケ リー の よ うに 勇 敢 に)と い う表 現 は,今 も残 っ て い る。 ネ
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ッ ド ・ケ リー を な らず 者 と見 る人 もい な い わ け で は ない が,英 雄 視 す る人 が 多

いo

オース トラ リア人 は一般 的 に特 権階級が嫌 いで,fairgo(公 平)と たびた び

口 にす る。 アボ リジニへ の意識 に関 して言 えば,こ れは オース トラリアです さ

ま じく虐 げ られ て きた アボ リジニに対す る共感 につ なが るこ ともあれば,ア ボ

リジニが政府 の福祉 政策 に よ り補助金 が支給 される とか,教 育面 で も優 遇 され

大学 に も望 めば 白人の子弟 に と り難関 とされ る ところで も入学 が許可 されやす

い といった ことに対 す る反感 に もつ なが る もの と思 われ る。

皿.ア ボ リジニ と白人の文化の違 い

1.親 族 関係 と対人 関係

両者 には親族 関係 に大 きな違 いが ある。 アボ リジニは伝統 的 には拡大家族 で

あ り,そ こか ら近親 だけで な く幾重 にも重 なった遠 い親戚 まで皆が物心両面 で

援助 し合 う。金銭 的 な助 けを求 め られ 自分 になければ,友 人 か ら借 りてで も工

面 す るこ とが あ る。 また,同 じクラン(clan=氏 族)に 属す る者 同士 で互 いが

すべ て を分 かち合 う。

ア リス ・スプ リングスで小学校教 師の経験が あ るアイルラ ン ド出身の女性 か

ら聞いたのだが,ア ボ リジニの子 どもた ちに質問 を して も答 えが帰 って くる こ

とはほ とん どな く,つ ま らな くな り,当 初 は数年 間い るつ も りであ ったが一年

でや めて しまった との こと。質問 して も答 え ないで黙 ってい るの は,た とえ正

解 が分 かった ときで も,一 ・人だ け 目立つ ことを嫌 うか らら しい。

白人の家族 は核家族 で,家 族 内で の協力 はあ る ものの,で きるだけ一 人一人

が独立 した存 在で ある ようにす る。個人主義 であ り,相 互扶助 の精神 を大切 に

す るア ボ リジニか らす る と白人 の人 間関係 はあ ま りに も希 薄 に映 って しま うだ

ろ う。

ウェス タンオース トラ リア州,パ ースの北 にあ るジェラル トンとい う町の ア

ボ リジニ を調査 した上橋 菜穂子 に よれ ば,「 個 人が記憶 してい る親 族 を系 図 に
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して調べ てみ た こ とがあ ります が,そ の膨大 な こと1誰 も彼 もが百 人以上 も

の親族 を記憶 してい るのには,つ くづ く驚 きま した。 ある中年女性 が記憶 して

い た親族 の系 図 は,画 用紙 を横 に十枚つ なげて も書 ききれないほ どで … だ

い たい,自 分 の両親 と,兄 弟姉 妹 とその配偶 者 と子 どもたち とい う家 族が ざ ら

なのです。そ の上,両 親それぞ れの親族 や兄弟姉妹 の配偶者 の親族 まで辿 って

いった ら,三 次元 の コ ンピュー ター ・グラフ ィックで も使 わな けれ ば正確 な系

図が描 け ないほ どの複雑 さ」 であ る との こ と。 そ して アボ リジニの知 人の子 ど
ひ いお ば あ

もた ちか ら曾祖母 ちゃん の誕生パ ーテ ィに連 れて行 って欲 しい と頼 まれ,遠 路

は るばる車 に乗せ てた ど り着 くと 「会場 は町の公民館 で,集 まった子 どもたち,
ひ ま ご やしゃこ

孫 たち,曾 孫 た ち とそれ ぞれの家族,玄 孫 まで含 めて,な ん と数 百人 を超 す親

族が彼女 の誕 生 日を祝 ったのです」 と驚 いてい る。上橋 は この ような親族 関係

も都市 で はか な り変容 してい るが,葬 儀 と婚姻 に関す る ことは今 なお厳守 され

てい る と言 う。 「よ く白人が,ア ボ リジニ を雇 わ ない理 由 と して 『やつ らは,

し ょっち ゅ う葬式 に参列 す るために欠勤 す るんだ よ。重 要 な仕 事が あって もお

か まい な し。親族 が多 いか ら,い つ も誰かが死 んで る し,い ったん葬儀 に出か

けた ら数週 間帰 って こなか った りす るんだぜ』 と言い ますが,確 か にアボ リジ

ニの世 間で 『知 り合 いの葬儀 に 出席 しない』 とい うの は,よ ほ どの理 由が ない

と大変 な批判 を受 ける不義理 」 となるそ うであ る3)。

2.自 然観

イ ギ リス は,1788年1月26日 に ニ ュー サ ウ ス ウ ェ ー ル ズ を囚 人 流 刑 の た め の

植 民 地 とす る こ とを決 定 し,総 督 アー サ ー ・フ ィ リ ップ率 い る流 刑 船 団 が上 陸

した。 この と きか ら,オ ー ス トラ リア は 「主 の な い大 陸 」(terranUlliUS)と

さ れ て し まい,開 拓 者 た ち の思 い通 りに土 地 が 改 変 され て い っ た 。

「土 地 を耕 す」 とい う意 味 の ヨー ロ ッパ 的 な カ ルチ ャー(文 化)は,環 境 を

変 え て い くこ とに よ り進 歩 が 達 成 で き る とい う思 想 だが,ア ボ リジ ニ の伝 統 的

な 自然 観 は何 も変 更 しない で そ の ま ま維 持 して い くとい う もの で あ る。 白人 に

と り土 地 は売 買 で き る商 品 だが,ア ボ リジ ニ に と り大 地 は,動 植 物 や 自然 の あ
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らゆ る現象 が一体 となった精霊 が宿 る神 聖 な存 在 であ る。 アボ リジニに と り,

大地 や精 霊 との結 びつ きが生活 の要 と しての宗教 であ り,土 地や 自然 の形 態 を

改 変す るこ とは許 され ない。 いつ も現状 の ま まであ り続 けるべ きであ る。人 間

は大地 の一部 であ り,永 遠 に続 く祖先 との絆 を維持 して い くことが重 要 とされ

る。

土地 に関す るアボ リジニ と白人の考 え方 の相違 は,オ ース トラ リアの大 きな

社 会 ・経済 問題 に発展 してい る。1992年,オ ース トラ リア最 高裁 はマ レー諸 島

の先 住 民族 で あ る ミリア ム族 に,そ の地域 にお け る土 地利 用 の権 限 を認 め る

「マ ボ判決」 を下 した。 この判決 を不服 としたの は牧 畜業者 と鉱 山会社 で ある。

オース トラ リア経済 は資源輸 出に大 き く依存 し,鉱 山産 業だ けを とって も,そ

の収入 はオース トラ リアの年 間輸 出額 の約 半分 を占め る。 オース トラリアの他

の地域 にお いて もア ボ リジニが土 地権 を獲 得す れば,こ れ までの ように 自由に

土地開発が で きな くなって しまう。 アボ リジニ側 か らすれ ば,聖 地の破壊 につ

なが る ような ことは許 されない。 これ には解決 策が見つか らず,対 立 的 な議論

が続 いた ままであ る。

3.文 化遺産

言 う まで もな く,オ ース トラリアは民 主主義 国家 であ る。1980年 代 の半 ば,

三 人のオース トラ リアの アボ リジニ芸術家 が オー ス トラリアの輸入業者 を著作

権法 で訴 えた。 この業者 は,ア ボ リジニ芸術 家 たちの作 品 を盗用 したデザ イ ン

が施 された カーペ ッ トをベ トナムで製造 して,オ ース トラ リアで販 売 していた。

この裁 判で はアボ リジニ芸術 家側 が勝利 を収 め,業 者 はお よそ18万8千 オース

トラ リア ・ドルの賠 償金支払 い を命 じられ た。著作権 はモ ノの形 を とった 「芸

術作 品」 に与 え られ る ものだが,ア ボ リジニ芸術家 に よる作 品は必ず しも彼 ら

個 々人が独 自に生 み 出 した もので はな く,先 祖 か ら現 在 に までつ なが る伝統 の

上 に創作 を重 ねた もの であ る。 そ うい う意味 か らも,こ の訴 訟 自体 が,「 ア ボ

リジニ及 び トレス海峡諸 島民 政策決定諮 問委員会(ATSIC)」 に委 託 され た4)。

(以下,ATSICと す る。)
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それ まで は,伝 統 的なアボ リジニの芸術が,Tシ ャッ をは じめ とす るい ろい

ろな物 に無 断で使 われていた わけだか ら,こ の判決 はアボ リジニの伝 統文化 に

対 す る知 的財産権 を認 めた もの として意 義深 い もので ある。

アボ リジニ は,イ ギ リス政府 を相手取 って 自分 たちの先祖 の遺骨 を返すべ き

であ る と訴訟 を起 こ していた。百年以上 も前 のこ とだが,イ ギ リス人 は頭蓋骨

を骨相 学や人類学 の研 究 に使 い,ア ボ リジニの脳 は白人の もの よ りも小 さ く知

能 が低 く,文 明 を発展 させ るのは無 理で ある とい うように,レ イ シズム(人 種

主義)を 科 学的 に裏 づけ よ うと していた のである。 ようや く2006年 には,英 国

自然史博 物館が18人 分の アボ リジニの頭蓋骨 や歯 をアボ リジニ側 に返 還す るこ

とを決定 した5)。

オース トラ リア政府 は,ア ボ リジニの文化 遺産 に関す る多 くの要求 に応 じて

い る。1984年 には,「 先住民 族 に まつ わる土地 や事物 を損傷 す る こ と及 び神 聖

を犯す ことを禁 じ,保 存 と保 護 につ とめ なけれ ばな らない」 とす る 「アボ リジ

ニ及 び トレス海峡諸 島民 の文化遺産保護 法」 が決定 されてい る6)。

か な り極 端で,信 じられ ない ような こ とも起 こる。2002年 には,戦 闘 的なア

ボ リジニの活動家数 名が,首 都 キ ャンベ ラの国会議事 堂にかか っている紋章 を

取 り外 して しまうとい う事件が起 きた。その国家 的 なシ ンボルであ る紋章 には,

カ ンガルー とエ ミューの彫刻 がほ どこ してあ り,ア ボ リジニの文化 的遺 産 を犯

す とい うものだ った。 同年,ア ボ リジニ活動家 の一入が,カ ンタス航 空の ロゴ

であ るカ ンガルー はアボ リジニの知的財 産であ るか ら使 用 してはな らない との

訴 えを起 こ した7)。

アボ リジニの伝 統文化 に は,女 性 をあ る種 の宗教的儀式 には加 えてはな らな

い とす る禁忌(タ ブー)が あ り,各 アボ リジニ集団 の代表者 た ちは博 物館 の責

任 者 に要 請 している。 た とえば,彼 らの宗教 的儀式用具 を展示 す る際 に,博 物

館 の女性 ス タ ッフは関与 して はな らない とい うこ とがあ り,遵 守 され てい る。

(アメ リカ合 衆 国で もネイ テ ィブ ・アメ リカ ンが 同 じよ うな要 求 を したが,女

性差 別 にあたる と して裁判 で却下 されてい る。)

宗教用 具 は,他 の クラ ンに属す るアボ リジニの 目に触 れ させ てはいけない と
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い う タ ブー もあ る。 この よ うな場 合,各 ク ラ ン を代 表 す る ア ボ リ ジニ の リー ダ

ー た ち は,ど の ク ラ ンの ア ボ リジ ニ に も関 知 させ ず,一 切 合 財 を博 物 館 員 に任

せ て しま うそ うで あ る8)。 私 の想 像 で あ るが,恐 ら く,自 分 た ち の知 らな い と

こ ろで され た こ とは仕 方 が な い,そ の こ とに よる祖 霊 の 怒 りは な い と思 うか ら

だ ろ う。

4.ア ボ リジニ とニ ュージーラ ン ド ・マ オ リとの比較

白人 は初対面 で もフ ァース ト ・ネームで呼 び合 い 自己開示の度合が 高い人が

多 いが,ア ボ リジニ は初対面 での なれ なれ しい態 度 を慎 む。第一 印象 で相 手 を

観察 してか ら,次 の態度 を決 め る。 そ して好意 的 な印象 を もった場合 は,徐 々

に対 人距離 を縮 め る。

ニ ュー ジー ラ ン ド先住民 族 のマオ リ(Maori)は 自分 たちの権利 を主張 しな

が ら社 会 の前面 に見 える形 で存在 し,ア プ ローチ しやす い。私 自身 もニ ュー ジ

ーラ ン ド北 島の オー クラン ドか ら車で約3時 間のマ オ リの集落 を訪ね た ことが

あ り,あ ちこちで マオ リ と接 触 し気軽 にイ ンタ ビューに応 じて もらえた し,集

会 や葬式 にまで予約 な しで 出向いて も受 け入れ られた。 しか し,ア ボ リジニ と

の接触 は簡単 では ない。 アボ リジニの場合 は,調 査 とい うこ とを前面 に出 さな

くて も近づ こう とす る と敬遠 されて しま うことが多 い。地域 で尊敬 されてい る

アボ リジニの指導 者や長老 を知 る人 を通 じて入 り込 まない限 り,ほ ぼ無理で あ

る。

少 々ステ レオ タイプな言 い方か もしれ ないが,マ オ リが活発 で積極 的 な性格

なのに比べ て,ア ボ リジニがお とな し くシャイな性 格 であ るの は,前 者が海 洋

民族 であるの に対 し,後 者 は森の民 であるか らで あろ う。 もちろん,ア ボ リジ

ニの活動家 には,行 動 や言動 におい てア グ レッシブな人 もい るが,普 段 は物 静

かな感 じがす る。

マ オ リとアボ リジニの人 口の違 いに よるこ とも多 いが,マ オ リを友 だ ちに持

つパケハ(Pakeha=マ オ リの 白人へ の呼称)は 多数 いて も,ア ボ リジニ を直接

知 り親 し くしてい る白人 はそ う多 くはない。多 文化 主義や多文化 問教育 のお か
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げで オース トラリアの植民地主義 の犠 牲 になったアボ リジニ に蹟罪 の念 を抱 く

白人(特 に若 い世代)は 増 えてい るが,ア ボ リジニの文化 に詳 し く,深 く理解

を示す 白人 はわず かで ある。

オー ス トラリア先住民語調査 の ために長期 にわた りフ ィール ドワー クを続 け

て いる角 田太作氏 が アボ リジニの なかに溶 け込んで いける理 由は,彼 の人柄 が

アボ リジ ニか ら好 か れ るか らで あ ろ う。彼 は言 う。 「アル フ ・パ ー マ ー さん

(注:ア ボ リジニ の少 数言語 の ひ とつ ワル ング語 の最後 の話者)は 学校教 育 を

受 けた こ とが な く,英 語の読み書 きもで きなか った。 しか し,私 の人生 で出会

った師の中 で,最 も偉 大 な師 の一人 であ る。 日本 では学歴 のあ る人,地 位 の高

い人が立派 な人 であ る と思 う風潮 が強い と思 う。私 も例外 で はなかった。 しか

し,学 歴や地位 は,そ の人 の偉大 さ とは関係が ない こ とをアル フ ・パ ーマー さ

ん はお しえて くれ た9)。」 この よ うに 当た り前 とい えば当た り前 だが,ア ボ リ

ジニ に接す るに は偏見 を抱かず,科 学技術等 の高度な文明 を発達 させ た民族 に

はない彼 らの素朴 な精神文化へ の尊敬心が不可 欠であ る。

また,マ オ リの住 むニ ュー ジー ラン ドは,緑 と水 に恵 まれた島国で あるため

征 服者 であ る白人 に対 して団結 して戦 うこ とがで き,白 人 との間 にワイ タンギ

条約 とよばれ る条約 を1840年 に締 結 してい る。 マ オ リには戦士 文化(warrior

culture)も あ り,勇 猛果敢 であ る。

他 方,オ ース トラ リアで住 みやす く雨量 も多 く農業 に適 しているのはメルボ

ル ンや シ ドニーな どのあ る東南 部で,植 民地化 は ここか ら始 ま り殺裁 や 白人が

もた らした病原 菌で多 くのアボ リジニが死滅 した。生 き残 ったアボ リジニ は言

語 をは じめ とす る伝 統文化 を奪 われ て しまった。 内陸部 は砂漠 などの乾燥 地帯

で,北 部 は熱帯 で あ り,こ れ らの地域 には まだ伝 統文化が かな りの部分で残 さ

れて い る。 とにか くアボ リジニ は各地 に分散 し言語 もまち まちだ ったので,一

致団結 して 白人征 服者 と戦 うこ とが で きなか った。先述 した ように,よ うや く

1992年 に なってか ら連邦 最高裁 に よるマ ボ判 決で,「 アボ リジニ及 び トレス海
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峡諸 島 民 は も と も との 土 地 所 有 者 で あ り,先 住 者 と して の 土 地 に対 す る権 利 は

白人 の 入 植 に よっ て も否 定 され て い ない 」 と され た 。 翌 年 の1993年 に連 邦 政 府

は補 償 措 置 プ ロ グ ラ ム を提 示 し,同 年12月 に先 住 権 原 法(nativetitle)を 成 立

させ た。

ISv7'.世論 調 査 に お け る オ ー ス トラ リア 人 の 人種 観

か つ て ア ボ リ ジニ は人 間以 下 の存 在 と見 られ,虐 殺 され た り,あ とで絶 滅 が

心 配 され る と保 護 され た り した。 現 在 の オ ー ス トラ リア人 は どの よ う な人 種 観

を抱 い て い るの だ ろ うか。2001年 に行 な っ た ク イー ンズ ラ ン ド州 とニ ュ ーサ ウ

ス ウ ェ ー ル ズ 州 の18歳 以 上 の 住 民5056人 を対 象 と した世 論 調 査10)か ら考 察 し

て み た い。(う ち男 性41.3%,女 性58.7%,ア ボ リ ジ ニ 及 び トレス 海 峡 諸 島 民

1.9%;オ ー ス トラ リ ア生 ま れ76.5%,家 で の使 用 言 語 が 英 語 の み で あ る人 が

85.8%;18～34歳 まで が25.6%,35～64歳 まで が54.8%,65歳 以 上 が17.2%で

あ る。)

1.文 化 的 ・民 族 的 多 様 性 に 対 す る考 え 方

文化的多様性は好ましい 民族的差異に安心感を持っている

同意 しない7.3%10.7%

どち らで もな い7!7%13.6%

同意す る84.6%74.5%

わか らない0.4%1.2%

民族的多様性は国家の統一を弱める

37.8%

16.4%

44.8%

1.0%

2.異 文化 ・異人種 間結婚 に対 す る考 え方

(以下の集 団 に属 す る人へ の近 親者の結婚 に憂慮 す るか)

年齢

男女

平均

18～34

35～64

65以 上

男 性

女性

イス ラ ム教 徒 ア ボ リジニ

44.9%

52.7%

63.7%

48.9%

55.6%

52.8%

20.3%

28.7%

40.6%

30.7%

27.6%

28.9%

ア ジ ア 系

21.0%

27.2%

36.7%

28.5%

26.8%

27.5%

ユ ダ ヤ 教 徒

22.3%

24.0%

26.7%

24.1%

24.1%

24.1%



58

3.人 種差 別の被 害 に あったこ とが あるか どうか

職 場

ない81.0%

あ る16.2%

わか らない2.9%

教 育 の 面 住 居 の 面

82.8%92.6%

14.9%6.4%

2.3%0.9%

警 察 官 か ら

92.9%

6.4%

O.7%

4.職 場 で人種 差別 に あった ことの ある民族 別統計

アボリジニ/

トレス海峡諸島民(94人)2&7%

ア ボ リ ジニ/

トレス海 峡諸 島民 以外 の 人(4,957人)

英 語以 外 の 言葉 を話す 人(718人)

英 語 を 日常 語 とす る人(4,338人)

オー ス トラ リアへ の移 民(701人)

出生 地 イギ リス/ニ ュー ジー ラ ン ド(474人)

オー ス トラ リア(3,869人)

平均

15.9%

35.7%

12.9%

35.1%

21.7%

11.9%

23ユ%

5.ア ボ リ ジ ニ/ト レ ス 海 峡 諸 島 民 と そ れ 以 外 の 人 た ち に お け る

人 種 差 別 の 日常 的 被 害

店やレストラン スポーツや公共でのイベント 嫌な目で見られた 差別的発言をされたア ボ リジ
ニ/

トレス海 峡

諸 島民(94人)33.0%31.9%30.g%37.2%

ア ボ リジニ/

トレス海峡 諸

島民 以外 の人

(4,957人)16.2%14.4%13.7%24.4%

平 均24.6%23.1%22.3%30.8%
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6.地 域別 に見 た人種的 態度

「文化的多様性は好ましくないと思う」

「文化 的に違 う人 と一緒 にいる と

不安 を感 じる」

「民族的多様性 は国家の統一 を

弱 めると思 う」

「オース トラリアに人種差別

はない と思 う」

「異人種間の結婚 には賛成

で きない」

「人種的平等 を信 じない」

「自分を人種主義者 と思 う」

「自分には反アジア人意識があ る」

「自分には反アボリジニ意識がある」

「自分には反イスラム教徒意識がある」

「自分には反ユ ダヤ人意識がある」

大都市部 地方都市 非都市部 平均値

8.11%&24%5.98%7.54%

10.7% 11.9%

44.39%45.30%

9.4%

12.5%

11.2%

13.2%

26.2%

28.4%

544%

23,7%

8.7%

15.3%

12.8%

9.9%

28.8%

25.9%

54。9%

22.9%

10.5% 10.7%

45.30%44。84%

72%

13.7%

11.9%

10.8%

28.8%

30.4%

50ユ%

25.0%

8.5%

13.3%

11.7%

12.0%

27.5%

28.9%

52.8%

24.1%

上の調査結果 か ら次 の ような こ とが言 える。

・1970年 代 か らオース トラリア政府が 国策 と して きた多文化 主義 は
,文 化 的多

様性や民族 的差異 に対す る寛容性 をお おむね育んで きた と想像 で きる。

・イ ンター ・マ リッジ(異 文化 ・異人種 間結婚)に 関 し
,イ ス ラム教徒(ム ス

リム)と の結婚 に反対す る人の割合 は女性 の方が高 い し,ユ ダヤ教徒 との結

婚 に反対 す る割合 は男 女共 に同 じ割合 であ るが,ア ボ リジニや ア ジア系 の人

に対 す る結婚 では女性 の方が寛容 であ る。

・年齢 が高 まるにつれて人種偏見 を抱 く人の率が高 まる。

・イス ラムの脅威 が高 ま り,ム ス リムへ の嫌悪感が アボ リジニ に対す る よ りも

ず っ と高 まってい る。

・オー ス トラリアで人種偏見 や差 別の犠 牲 になってい るの は,第 一 にムス リム,

次 にアボ リジニや トレス海 峡諸島民,そ れ に続 いて アジア系,そ してユ ダヤ

教徒 である。
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・英語 以外 の言葉 を話 す 人(外 国か らの移 民)が 差 別 に遭 いやす い
。 ア ング

ロ ・ケ ル ト系 オース トラ リア人の なか には,自 分 たちの 目の前で英語 以外 の

言葉 を話 されるの を嫌 う人が い る。

オース トラリア人の国民性 をあ らわす もの として,ト ー ル ・ポ ピー ・シン ド

ロー ム(tal1-poppysyndrome)と い う言 い方が あ る。 これは,自 分 よ りも物

質的 に豊か である とか知性や教養 があ る人 に対 して ジェ ラシー を抱 きやすい性

格 を物 語 る。 オース トラ リア人 の言語 表現 には上下 関係 な どを感 じさせ ない気

楽 さが あるが,社 会 ・経済的側 面で は階級社会 である。 アジア人が勤勉 な性格

であ るため に豊 か にな り立派 な家 や車 を購 入 した りす る と,と りわけ低 学歴 ・

低所得 者層 のなか には,そ れに脅威 を感 じる人 も少 な くはない。

経 済の グローバ ル化 に よ り,国 際競 争力 を高 め るため企業 は合理化 とリス ト

ラ を強 めてい るの は世界共通 の こ とであ る。 オース トラ リアで も,社 会 的弱者

であ る低 学歴 ・低技 能の人 たちが職業 面で不安 にさ らされてい る。貧 しい 白人

か らすれ ば,ア ボ リジニ は過剰 に保護 され てい るように見 えるので,ア ボ リジ

ニ政 策が非難 の対象 にな りやす い。 アジア系移民 とアボ リジニ政策 を矛先 に向

けたポー リン ・ハ ンソ ン(PaulineHanson)議 員が,1996年3月 の連邦 総選挙

で初 当選 した こ とに も,自 分 たちは 「逆差別」 されてい る と思 う白人不満層 の

存在 が証明 されてい る。

アボ リジニに対 して怠 け者 であ る との レッテル を貼 る と同時 に,少 しで も社

会 上昇 を しよう と努力 している人 を見 る と 「アボ リジニの くせ に」 とか 「アボ

リジニ のわ りには」 と見下 した言い方 を して しまいが ちで ある。 この種 の 白人

は実際 にアボ リジニ との交流 は な く,低 学歴 であ るため に,社 会 に横 た わる感

情 的 な偏 見 に対 す る批判的 な見 方がで きないでい る場 合が多 い。
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V.都 市の先住民における新 たなアイデ ンテ ィテ ィ

1.増 加 す る先住 民

白人が は じめて入植 を開始 した1788年 当時 の オース トラリア先住 民 人口はア

ボ リジニ と トレス海峡諸 島民 を合 わせ て約30万 人か ら100万 人 ぐらいであ った。

白人 によって もた らされた病 気や殺裁,土 地の剥奪 な どによ り,1920年 まで に

先住民 人 口は約6万 人 に減少 して しまった。

オース トラ リアが 連邦 国家 と して独 立 した1901年 以来,先 住民人 口は国勢調

査 の対象で はなか った。1967年 に初 めて先住民 はオース トラ リア国民 と して認

め られ,1971年 になって ようや く国勢 調査 で正式 に オー ス トラリア総人 口に加

え られ る ように なった。以下 は,1971年 か ら2006年 までの先 住民人 口であ る11)。

調査年度 先住民人口

1971 115953

1976 160915

1981 159897

1986 227645

1991 265492

1996 386049

2001 478122

2006 501236

先 住 民 人 口 は,5年 ご とに施 行 され る調 査 年 度 の た び にか な り増 大 して い る。

(1981年 度 だ け は例 外 で5年 前 よ り も減 少 して い る。)先 住 民 の 人 口 増 加 率 は,

オ ー ス トラ リア全 体 の 人 口増 加 率 の約2倍 で あ る。1986年 度 と1996年 度 を比 較

す る と先 住 民 人 口 は55パ ー セ ン ト増 えて い るが,他 の オー ス トラ リア 人 の 増 加

率 は12パ ー セ ン トで あ る。2006年 度 の 先 住 民 人 口 は1971年 度 と比 較 す る と約

4.3倍 に も な る。
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オ・…一・ス トラリアの国勢調査 で先住民 で あるか どうかは 自己 申告 に よる。1971

年 には人種や混血 の度合い な ども調査 の対象 になってお り,先 住民 の場合 は純

血 か混 血が問 われていたが,76年 以降 は 「当人が先住民 族の子孫で ある こ とを

認識 し,同 時 に居住地域 の人 々に もその ように受 け入 れ られてい る こと」 と定

め られて い る。 なお先住 民 族 の混血 の 度合 い に関す るfullbloodAborigines

(純血 アボ リジニ),half-caste(s)(混 血 の度合 いが半 々の アボ リジニ),part-

Aborigines(ア ボ リジニの血 が部分的 に混 ざってい るアボ リジニ)な どとい う

表現 は差 別 に当た るとされ ている。

偏見 や差別 を回避 す るため に,先 住民 としての形質 的特徴 があ ま りない場合

は,先 住 民で ある ことを隠そ うと思 えば隠す こ とが で きる。先 住民 と して 申告

す る人が多 くなってい る最大の原 因 は,現 在 オース トラ リアの先住民族 に有利

な社会保 障や制度 が充実 している こ とと,そ れに伴 って先住民 族の あいだで 自

分 た ちの アイデ ンテ ィテ ィを大切 に しよ うとす る気運 が高 まっているか らであ

る と考 え られ る。

2.都 市 の 先 住 民

以 下 の 表 は先 住 民 の住 ん で い る地 域 をパ ー セ ン トで あ らわ した もの で あ る。

(NSW:ニ ュ ー サ ウ ス ウ ェ ー ル ズ 州vic.:ビ ク トリア 州Qld:ク イ ー ンズ

ラ ン ド州SA:サ ウス オ ー ス トラ リ ア州WA:ウ ェス タ ンオ ー ス トラ リ ア

州Tas.:タ ス マ ニ ア州NT:ノ ー ザ ン テ リ トリーACT:オ ー ス トラ リ ア

首 都 準 州)

都市部

非都市部

先住 民 人 口 の 分 布(1996年12))

Nswvic.Qld

%%%

84.386.675.0

15.713.425.0

SA

%

76.2

23.8

WATas.

%%

67.269.3

32.830.7

NT

%

39.7

60.3

ACTAustralia

%%

98.972.6

1ユ27.4
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圧 倒 的 に都 市 部 に住 む先 住 民 が 多 く,非 都 市 部 に比 べ て 約7対3で あ る。 よ

り詳 し く言 う と,大 都 市 に約30%,地 方 都 市 に約20%,よ り小 さな市 町村 に約

23%,遠 隔 地 に約9%,辺 境 の 地 に約18%で あ る。 先 住 民 が 集 ま る所 と して,

大都 市 で は シ ドニ ー のサ リー ヒル ズ や レ ッ ドフ ァー ン地 区,中 小 都 市 の 例 で は

ノー ザ ンテ リ トリー の ア リス ・ス プ リ ング ス が知 られ て い る。

先 住 民 の結 婚 相 手 を考 えて み よ う。 非 都 市 部 で は先 住 民 が男 女 と もに非 先 住

民 を結 婚 相 手 とす る割 合 が1986年 度 の調 査 で は約30%,1996年 度 で は約40%で

あ っ た が,都 市 部 で は86年 度 で は約65%,96年 度 で は約75%で あ っ た。 イ ン タ

ー ・マ リ ッジ のパ ー トナ ー と して多 い の は圧 倒 的 に 白 人 で あ り,男 性 よ り も女

性 にそ の 傾 向が あ る13)。

ニ ュー サ ウ ス ウ ェー ル ズ州 に住 む ア ボ リジ ニ の イ ンタ ー ・マ リ ッジ に 関す る

調 査14)に よ れ ば,そ の よ う な結 婚 で 生 ま れ た 子 ど もの94%は 両 親 か ら ア ボ リ

ジ ニ と して認 識 され る とい う。 また イ ン ター ・マ リ ッ ジ に よ る家 族 の ほ うが,

ア ボ リ ジニ 同士 の 結 婚 よ りも経 済 的 に恵 まれ て い る との こ とで あ る。

3.先 住 民優 先 の制度

先住 民 は住 居 ・法律 ・保 健 ・教育 の範 囲で,他 の オース トラリア人 よ りも多 く

の経 済援助 を受 けて いる。1990年 に組織 され たATSICが,こ の援=助の実務 を

担 ってい る。先住民 は,多 文化主義 の も とで移民や難民 とは 同列 に扱 われ るの

では な く,そ れ以上 の優 遇策 を連邦政府 に認め させ てい る。

オース トラ リアの社 会福 祉 が,い か に充 実 してい るか は次頁 の表15)か らも

うかが える。先住民 だ けで年 間に約25億 ドルが使 われてい る。

1989年 の10月,連 邦 政府 は全 国先住 民教 育政 策(AEP)を 施 行 し,こ れ に

よ り教育サ ー ビスの機会均等,教 育へ の参加促 進,固 有の歴 史 ・文化 を教育課

程 に導入す る こ とに な った。 大学 入学 で は先住民 に対 し,ABSTUDYと い う

制度の もとに特 別枠 を用意 してい る。

何世代 もの混血 に よって,先 住 民 を非先住民 と区別す る こ とが難 し くなって

い る ことか ら,複 雑 な問題 が生 じて いる。例 をあげる と,一 見 す る とアボ リジ
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オース トラリア連邦政府予算の歳出(2003/04年 度)

運輸、及び情報13%
鱗 ・及難 礫籍

燃 料 、及 び エ ネ ル ギ ー1.2

リク リエ ー シ ョン と文 化1.2%

住 宅 ・及 び コ ミ ュニテ ィ0.9%

二 らし くない受験 者が いた。 それで,優 遇 策 を悪用 され るこ とを防 ぐため,ア

ボ リジニであ るこ との意味 を面接 官が質 問す ると,差 別的で あ り失礼 であ る と

され大学長宛 に抗 議文が寄せ られ大 問題 にな った とい う16)。

4.ア ボ リジ ニ の一 滴 の血

一 滴 で さ え ア ボ リ ジニ の 血 が 混 じって い れ ば ア ボ リ ジニ で あ る とい う 自己 認

識 が あ る。

1999年 の ミス ・オ ー ス トラ リア に選 ば れ た キ ャス リ ン ・ヘ イ(KathrynHay)

は,混 血 の結 果 に よ り,ア ボ リジニ の 形 質 的特 徴 はほ ぼ消 失 して い る。 や は り

ア ボ リ ジニ の 女性 で,女 優,歌 手,作 家 と して 活躍 して い る リア ・パ ーセ ルが

キ ャス リ ン ・ヘ イ との 対 談 で,「 今 の 社 会 で,ア ボ リジ ニ とい う こ とは肌 の 色

とは ま った く関 係 な い わ 。 ア ボ リ ジニ で あ る か ど うか は,心 や魂 の 中 にあ る も

の な の よ」 と言 っ て い る。 英 語 原 文 は以 下 の通 り。

BeingaBladkfellaintoday'ssocietyhasnothingtodowithskincolour,
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it'saboutwhatyouholdinyourheartandsoul.17)

リア ・パ ーセル はアボ リジニであ るこ とを強 く意識 しプライ ドを もっている

が,キ ャス リ ン ・ヘ イは普段 あ ま り意識 してい ない。 それで リアは キ ャス リ ン

にアボ リジニ意識が大切 であ るこ とを強調す るので ある。 リア ・パ ーセル によ

る社会 的に活躍 してい る他 の アボ リジニ女性 との この対談 集 を読む と,ア ボ リ

ジニ意識啓 蒙運動 とも呼べ る ような風潮が特 に都 市在住 の若い アボ リジニ女性

のあいだで盛 んであ るこ とが推測 で きる。汎 アボ リジニ運動 とも言 える ような,

個 々の アボ リジニの出身地や所属 す るクラ ンを越 えて アボ リジニの連帯 意識 を

高め る動 きに もな ってい るの は画期 的であ る。伝統 的 なアボ リジニ社会 にはな

か った こ とで ある。

5.ア ボ リジニ の キ リス ト教 信 仰

オ ー ス トラ リア 人全 体 で 信 仰 者 の 人 口 は,宗 教 別 に ロ ー マ ・カ トリ ック が

25.8%,ア ング リ カ ン(イ ギ リス 国教 会 ・プ ロ テ ス タ ン ト)が18.7%,他 の キ リ

ス ト教 系 が19.4%,仏 教 が2.1%,イ ス ラム教 が1.7%,ユ ダヤ 教 が0.4%,他 の 宗

教 が2.0%,1&7%が 無 宗 教,11.2%が 不 明 で あ る。 今 日,ヨ ー一・一…ロ ッパ で教 会 離 れ

が 顕 著 で あ る よ う に オ ー ス トラ リア で も週 一 度,教 会 に行 く人 の 数 は 人 口 の

7.5%,150万 人 ぐ らい と低 い数 値 で あ る18)。

今 日,多 くの ア ボ リジニ は,キ リス ト教 化 して い る。 そ の 割 合 は71パ ー セ ン

トで あ り,伝 統 的 な 宗 教 を もつ もの は2.06パ ー セ ン トにす ぎな い 。 ア ボ リジ ニ

に も教 会 離 れ はす す ん で い て,あ ま り熱 心 な ク リス チ ャ ンは少 な い よ うで あ る。

(余 談 に な るが,私 が 観 察 した と ころ で は,ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ・マ オ リ に は熱

心 な ク リス チ ャ ンが ア ボ リ ジニ よ りもず っ と多 い よ うに思 える。 しか も,マ オ

リに は キ リス ト教 根 本 主 義 に 傾 倒 して い る 人 も 目立 つ 。)

ア ボ リジ ニ の ク リス チ ャ ンに は,キ リス ト教 だ けが 立 派 な宗 教(religion)

で ア ボ リ ジ ニ の伝 統 的 な信 仰 形 態 を劣 っ た もの と して 神 話(myth)と 呼 ば れ

る こ と に は不 快 感 を示 す 人 た ち もい る。 自 らの伝 統 的 な ス ピ リチ ュ ア リテ ィに
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も大 きな価値 を見 出そ う としている。 したが って,そ う した伝 統的 な宗教 とキ

リス ト教 を混合 させ て信仰 している人た ちが多 くいるのであ る。

精霊信仰 に基 づ く彼 らの伝統 的 な宗教が植 民者 によって否定 され,「 押 しつ

け られ た」宗教 であ るキ リス ト教 を今 もなぜ信仰 してい るの だろ うか。 私が イ

ンタビュー した都市 の アボ リジニの なか に は,ア メ リカの黒 人指 導者 マ ーチ

ン ・ルーサ ー ・キ ング牧 師 を引 き合 いに出 した人 もい た。 キ ング牧 師 は黒人 を

抑 圧す る 「白人の」宗教 を信 じてい たのでは な く,被 抑圧者 であ る黒 人 を解放

す るためのキ リス ト教 に運動 の原点が あ ったのであ り,そ れはアボ リジニ につ

いて も同様 であ る と考 え る。 また,ア ボ リジニの生活習慣が すべ て精霊 に関わ

ってい る とい うことか ら,キ リス ト教 に も類似 点 を見つ けてい る。 キ リス トの

教 え を否定 して しまえば,精 神 的 にあ まりに も空虚 に なって しまうとの こ とで

あ る。

W.都 市 のアボ リジニが抱 える問題点

1.ア ボ リジ ニ の イ ン ター ・マ リッ ジ と文 化 の ア イ デ ンテ ィテ ィ

なぜ 都 市 の ア ボ リ ジニ の 多 くが イ ン ター ・マ リ ッ ジ を望 む の だ ろ うか 。 ウ ェ

ス タ ンオー ス トラ リ ア州 パ ー ス在 住 の作 家 で あ り画 家 と して 著 名 なサ リー ・モ

ー ガ ン(SallyMorgan)が 自分 の生 い 立 ち を書 い た 『マ イ ・プ レ イ ス』(My

Place,1987)の 一 部 を引 用 して み た い 。 祖 母 の 名 は デ イ ジー で 白 人 との混 血

で あ っ た。 グ ラデ ィス は デ イ ジー の 次 女,つ ま り著 者 の 母 親 で,イ タ リ ア系 オ

ー ス トラ リア 人 と結 婚 しサ リー ・モ ー ガ ンは長 女 と して 生 まれ た。

「子 どもたちが 人 に見下 され なが ら育つ のはいや だ と母 はいい ま した。私

にはそれが よ くわか った。 アボ リジナ ルは最低 の存在 だ と考 え られていたの

です。地上で唯一,何 の役 に も立 たない人種 の ように扱 われていたので した。

子 どもの ころ母 はいつ も私 の鼻 をつ まんで は,『 引 っ張 るん だ よ,グ ラデ ィ

ス。思 いっ きりね。母 さんみたい な大 きな鼻 にゃな りた くないだろ?』 とい
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っ た もの で す 。 子 ど もた ちの を引 っ張 っ て い ま した。 白 人 の よ うな容 姿 に な

っ て ほ しか っ た の です19)。」

「お っか さん が 白人 の 女 の写 真 を見 せ て くれ た こ とが あ っ た。 裾 の 長 い 白

い ドレス を着 た 人 の,き れ い な写 真 だ っ た よ。 『デ イ ジ ー よ,こ ん な ドレス

が 着 られ た らね え』 っ て い っ て た っけ 。 ア ボ リ ジナ ルの 女 た ち は,み ん な 白

人 の 女 み た い に髪 をす て き に結 っ て,い い ドレス を きたが っ て た よ20)。」

アボ リジニが差別 されていた こ とだけではな く,サ リー ・モー ガ ンの祖母 は

子 どもたち に白人 の ような容 姿 になれる よう願 って いた こ とが読み取 れ る。 も

ち ろん,す べ ての アボ リジニが そ う願 ってい るのではないが,そ う願 ってい る

ア ボ リジニ も多 い だろ う。(こ の種 の質 問 をアボ リジニ に実際 に会 って き くこ

とはで きない。)ア ボ リジニが イ ンター ・マ リ ッジを望 むのは,ア ボ リジニが

あ ま りに も過酷 な偏 見 と差別 の犠牲 になっていたか らで ある。 そ して,混 血 を

重ね てい くことで アボ リジニの形 質的特徴 が減少 す るか らであ る。

『マ イ ・プ レイス』 に戻 るが,デ イジー とグラデ ィス は,サ リー にアボ リジ

ニ の血 が流 れて いる ことを隠 しイ ン ド人 であ る と教 えた。 しか し今で は,先 述

した ように,オ ース トラ リアの社 会保障制 度 はアボ リジニに多 くの特典 を与 え

ている。特 に1970年 代以 来,多 文化主義 が国策 となってお り,ア ボ リジニ文化

は国民 的遺産 と位置づ け られ ている。 アボ リジニ と して公的サ ー ビスの利 点 を

獲得 した上で,ア ボ リジニで ない人 と結 婚 し生 まれた子 どもをアボ リジニ とし

て育て る とい うのは,功 利的で もあ り,ア ボ リジニの文化 を大切 に したい とい

う願 いで もある。

先述 した ように,国 勢調査 の定義 で アボ リジニ とは 「先住民 の子孫 であ る こ

とを 自分 で認識 し,周 囲の人 び とか らもそ ううけいれ られてい る人」とあ るが,

鈴 木清 史に よれば,ア ボ リジニ行 政 に大 きな影響 を与 えて いるアボ リジニ の特

徴 を記述 した報告書 に 「形 質的 な特徴 をアボ リジナ リテ ィの要 素 とす る指摘 が

ない」 とい う21)。そ うな る と肌 の色の黒 い アボ リジニは公 的サー ビスを受 け る
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の に問題 は ないが,白 人 との混血が かな りすす んだアボ リジニ は土地や祖先 と

の精神 的むす びつ きとい った アボ リジニの文化 的要素 を身につけ なけれ ばな ら

ない。都 市部 には金 髪で青い 目を した アボ リジニ もい る。鈴 木 に よれば,辺 境

の アボ リジニ文化 を模 範 として,大 学 で アボ リジニ文化 を学 習す る とか,ダ ン

ス ・ス クー ルに通 い なが ら意識 的に アボ リジナ リテ ィを習得 しようとす る若 者

が増 えてい る とい うことで ある22)。

2.ア ボ リジニに対 する新 た な人種 差別

レイシズムは生物学的 な形 質的特 徴 に よる ものであ るが,現 在 の民 主主義国

家 で は,文 化 的特徴 に よる差別 が増 えている。社 会的 に人権意識 が高 ま り,常

識 として肌 の色 か ら人 を差 別す る ことは少 な くなった。肌 の色 で人 を判断すべ

きで はな く,あ くまで も個 人の 内面 的な もので判断すべ きだ とい うこ とは現代

の常識 にな って お り,確 か にそ うい う意味 での人種差 別 は少 な くな って い る。

代 わ りに,生 活環境,家 庭,貧 困,教 育 な どの社 会的 問題 として,ま た宗教 や

文化 の違い としての差 別が増 えてい る。 この新 たな人種 差別 は 「人種 な き人種

差別主 義」 と名づ け られてい る23)。

ネグ リとハ ー トは,ア フ リカ系 アメ リカ人 を引 き合 い に出 して文化差別 を論

じてい るの だが,こ の新 たな人種差 別論 をアボ リジニ に当 てはめて考 えてみた

い 。

アボ リジニ に対す る様 々な特 別措置が あ るに もかか わ らず,現 在,ア ボ リジ

ニの あいだに社 会経 済 的格差 が生 みだ されてい る。鈴木清 史は 「教 育や訓練 を

うけ,資 格 のあ るアボ リジニの数 は着実 に増加 してい るが,全 体 として は まだ

おお くは ない。したが って,資 格 を有 した アボ リジニの数 は少 な く,そ れ を生か

して,優 先 政策 のなかで就職 で きる。 しか し,そ うで ない アボ リジニは 『就職

希望者 の最 後列 にな らび,首 を切 られる最 前線 に置かれ る』とい う状況 にある。

〈中略 〉 つ ま り,就職 で アボ リジニ に優先 政策が講 じられてい る として も,

将 来へ の展 望 を開 くこ とがで きる アボ リジニ と,そ の政 策がおお きな特典 には

な らないアボ リジニがお り,両 者 のあ いだには,社 会 経済的 な分裂 ・分割 が生
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まれ つ つ あ る の で あ る」 と指 摘 して い る24)。

一 方 で は
,大 学 を卒 業 しア ボ リ ジニ 関係 の公 務 員 職 につ き,オ ー ス トラ リア

人 の 平 均 年 収 の2倍 もの 給 料 を得 る ア ボ リ ジニ が い る。 他 方 で は,教 育 や 技 能

に欠 け る多 くの ア ボ リジ ニ に と り社 会 上 昇 は 困 難 で あ る 。 「ア ボ リ ジ ニ の 自殺

や 他 殺 が 起 こ る率 も,非 ア ボ リジ ニ に比 較 す る と2倍 か ら4倍 に な る。 ア ル コ

ー ル も,特 に35歳 か ら44歳 の 年齢 枠 の 中 で男 性 の34パ ー セ ン ト,女 性 の15パ ー

セ ン トの 割合 で 死 因 と な って い る。 失 業 率 もま た非 ア ボ リジニ に比 べ て6倍 に

な っ て い る」 とい う シ ョ ッキ ング な デ ー タ もあ る25)。

レイ シ ス トと して 非 難 され る こ と を恐 れ,あ ま り公 然 とは言 え な くて も,私

の よ うな部 外 者 に は平 然 と,自 分 た ち の税 金 が 「救 い よ うの な い」 ア ボ リジ ニ

に湯 水 の ご と く使 わ れ て い る とか,ア ボ リジ ニ の 文化 に は社 会 を進 歩 ・発 展 さ

せ る努 力 が 欠 落 して い る,な ど とい う本 音 を漏 らす 白人 が 少 な くない 。 肌 の色

で は な く,ア ボ リジ ニ の文 化 を問 題視 して い るの で あ る。 だ か ら混 血 が す す ん

で 白人 の よ う に見 え る ア ボ リジニ で も,自 分 が アボ リジ ニ で あ る こ とを周 囲 の

人 に言 うの は勇 気 が い る こ とだ ろ う。

特 に オ ー ス トラ リア社 会 で メデ ィア を通 じて 問 題 視 され て い るの は,ア ボ リ

ジ ニ男 性 の 小 児 に対 す る異 常性 欲(paedophile)で,児 童 へ の性 的 虐 待 は ア ボ

リ ジニ の 原 始 的 で 野 蛮 な文化 に起 因す る と思 わ れ て い るふ しが あ る。

W.ア ボ リジニの暴 力に対 する異なる見解

ア ボ リジ ニ の暴 力 は 白人 支 配 に よ る彼 らの伝 統 破 壊 が 最 大 の原 因 で あ り,も

と も とは暴 力 の ない 平 和 な 生活 を営 んで い た とよ く言 わ れ る が,逆 の 見 解 もあ

る 。 オ ー ス ト ラ リ ア 歴 史 学 会 の 大 御 所 で あ る ジ ェ フ リ ー ・ブ レ ー ニ ー

(GeoffreyBlainey)は,「 現 在 で は,彼 ら(ア ボ リ ジ ニ)の あ い だ で暴 力 は普

通 で は な か った とい わ れ て い るが,暴 力 を示 して い る証 拠 もあ る。 闘 い に よ る

死 亡 は,人 口 の増 加 に影 響 す る くらい頻 繁 だ った 。 報 復 に よ る死 は し ょっ ち ゅ

うだ った 。 自然 死 で さ え も,敵 の 側 に た つ 悪霊 のせ い に され た。 そ れ に よ って
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敵 が また奇襲の的 に なった。女性 や時 には子供 も,戦 闘 とい うよ り虐殺 の憂 き

目に遭 った」 と言 ってい る26)。ブ レーニー は,暴 力 をアボ リジニ文化 に潜在 的

な もの と捉 えてい るようであ る。

アボ リジニが平和志 向で ある ことを示す実例 もあ るので,そ れ をい くつか紹

介 しよ う。

建 国200年 祭 の式典 で,ア ボ リジニ たちは オース トラ リア発見 を再演 す る シ

ョー を苦 々 しく見 ていた。 アボ リジニの老 人の一人 に,ア ボ リジニで はない け

れ どアボ リジニ に同情 しアボ リジニ側 の式典 反対運動 に加 わっていた 白人男性

が半分冗談 ま じ りで,泳 ぎの達者 な若者 を船隊 まで泳がせ て船 の脇 腹 に爆発物

を仕 掛 け させ て は と言 った。 それ に対 して ア ボ リジニの老 人 は,首 を振 って

「い やいや,そ んな こ とはで きん よ。 そ んな こ とを した ら,そ こ まで泳 いでい

って,溺 れか けてい る白いやつ ら助 けな きゃな らんか らね」 と答 えた。

「そ んな態度が,白 人 たちに,先 祖 を強姦 させ,わ れ われの土地 と文化 を破

壊 させ る隙 を与 えた んです よ。 そん な態 度は きっ ぱ りと,捨 てな きゃダメなん

です」 とい う言葉 を返 して,そ の老人 は,「 じゃが な,そ うい う心 を失 った ら,

アボ リジニ じゃ,な くな るん だ よ」 と微 笑み なが ら言 った とい う27)。

文化 人類 学者 として著 名 な新 保満 は,1977年 か ら1年 間,ノ ーザ ンテ リ トリ

ーでの フィー ル ドワー クを行 なった際に次の ようなこ とを 目撃 した。 アボ リジ

ニの少 年 が父 親 に叱 られ たの で腹 いせ に父 親 の車 を さん ざん乗 り回 した とこ

ろ,そ れ に怒 った父親 は車 を焼 いて しまった。 これは一例 に過 ぎないが,他 に

もアボ リジニはモ ノへ の こだわ りは少 な く壊 して しまうこ とが多 い けれ ど,人

を傷 つ ける よ うな暴 力 はめった にない ことを幾多 の事 例か ら報告 してい る劉 。

私 もアボ リジニの運動家 た ち と,い ろいろ な話や イ ンタビュー を した こ とが

ある。 アボ リジニ で 自治独 立運動 をす る人 は極 めて少数 だが,あ る集会 で,そ

の種 の運動 をすす め る リー ダー に会 い,ビ ー ルを飲 み なが ら親 し く懇談 した。

「自治独 立運動 で ア ボ リジニ だけの国家 をつ くろ うとす れ ば,武 器 を大量 に購

入 し,過 激 な武力 闘争 を しなければ実現 で きないのでは ないです か」 と言 って

み た。 「馬鹿 を言 うな よ。 そん な ことは,ア ボ リジナ リテ ィに反す るこ とだ よ」
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と真 面 目な顔 で返 され た。

暴 力 が ア ボ リ ジ ニ文 化 に根 ざす もの とは思 え ない が,疎 外 感 か ら過 激 な思 想

に走 る 人 もい る。 体 制 内変 革 に物足 りな さを 感 じて い る都 市 在 住 の 若 い ア ボ リ

ジ ニ の 心 を捉 え る の は イ ス ラ ム で あ る。 推 定 で1,000人 ぐ らい の ア ボ リ ジ ニ の

ム ス リム が い る との 新 聞 報 道 が あ っ た 。(こ の 人 数 の根 拠 は 明 白で は な い が 。)

彼 らの 多 くは,ビ ン ラー デ ン らの イ ス ラ ム 原 理 主 義 に魅 せ られ て い る とい う。

23歳 の ア ボ リ ジ青 年 は,記 者 の イ ンタ ビ ュー に 「も と も とア ボ リ ジニ は 自分 た

ちへ の 社 会 的不 正 に 目をつ ぶ って しま う こ とが多 い が,イ ス ラム は決 然 と立 ち

上 が る こ と を教 えて くれ る」 と答 え て い る29)。

～皿.ア ボ リジ ニ へ の 暴 力

ア ボ リ ジ ニの 各 集 団 は,彼 らへ の迫 害 の歴 史 を糾 弾 して い る。 そ して 自分 た

ち か ら国 民 全 体 に知 らせ よ う と して い る。1991年 に は ビ ク トリア州 を中心 と し

た クー リー(Koorie)主 催 に よ り,メ ル ボ ル ンの 王 立博 物 館 で 「好 奇 心 の 対 象

と して展 示 され る」 ア ボ リ ジニ 文 化 で は な く,ユ ー ロ ・セ ン トリズ ム(Euro-

centrismニ ヨ ー ロ ッパ 中心 主 義)に よ る不 当 な支 配 を糾 弾 す る 「発 信 型 の 主 体

的 な展 示 」 を した。

ア ボ リ ジニ に よっ て 描 か れ た 展 示 の絵 の ひ とつ に はBlanketSolutionsと の

題(「 毛 布 で の 問 題 解 決 」 とい う意 味)が つ け られ て い た 。 土 地 との 引 き換 え

に 白 人 が ア ボ リジ ニ に毛 布 を配 給 して い る。 しか し,こ の 毛 布 に は恐 ろ しい 天

然 痘 や チ フ ス菌 な どの病 原 菌 が つ け られ て い た。 これ は本 当 に起 こ った こ とで

あ る。(ア メ リ カ開拓 時 代 に ネ イ テ ィブ ・ア メ リカ ン に対 して も,病 原 菌 が 使

わ れ た こ とが 知 られ て い る。)留 置 場 に ア ボ リジ ニ が 入 れ られ,毛 布 が 渡 され

て い る シ ー ンが 描 か れ て い る の もあ っ た。 これ には,病 原 菌 が つ い て い な くて

も,ア ボ リ ジニ を絶 滅 し よ う とい う方 針 に現 在 も変 わ りは な い とい う メ ッセ ー

ジが 込 め られ て い る30)。

ア ボ リ ジニ の 子 ど もた ち に,ア ボ リジ ニ を絶 滅 か ら救 う とい うキ リス ト教 的
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な博 愛 主義 の下,白 人教 育 を受 け させ るた め親 か ら強 制 的 に隔離 した とい う

1930年 代 の暗黒 史 を描 いた 『裸足 の1500マ イル』(Rabb毎proofIFeηce2002年

製作)に,で きるだけ肌 の色 が 白い子 ど もた ちを選 んで 白人社会 に近づ け,白

人 との結 婚 を奨励 しよ うと した当時 の政 府 の方針 が描 か れて い る シー ンが あ

る。1910年 代か ら1960年 代半 ば,場 所 によっては70年 代初頭 まで,教 会 の ミッ

シ ョンと呼 ばれる居留 地や政府 の リザー ブ(セ ツルメ ン ト)と 呼 ばれ る収容所

にアボ リジニ の子 ど もたちは強制 的 に入 れ られた。 「盗 まれた世代」 と呼 ばれ

た こう した子 どもた ちは,少 な く計算 して も10万 人 に達 し,そ の期 間 に生 まれ

た アボ リジニの子 どもの10～30パ ーセ ン トの割合 であ った。

アボ リジニの服役 囚数 は全 国平均 の14倍,そ して現在平均 して毎 月2人 以上

の ア ボ リジニが 監獄 で死 亡 して い る とい う こ とも大 きな社会 問 題 に なってい

る。(世 界 中 どこで もマ イ ノ リテ ィの服役 囚数 は全 国平均 よ りも数倍 に なって

い る。)ア ボ リジニで なけれ ば罪 に問 われ ない ような飲 酒 な どの さ さい な罪 で

監獄 に入 れ られ る こと も多い31)。

1953年 か ら5年 間,南 オー ス トラリア州 ビク トリア砂漠 の東部エ ミュー,マ

ラ リンガ両地 区で,オ ース トラリア政 府の全面協力 を受 けて英 国に よる地上核

爆発 実験 が合計 して9回 あ り,少 な くと も200人 の アボ リジニが被 爆 した。 オ

ース トラリアで は,ア ボ リジニ被 爆者 に補償金 が 出ているが,核 実験 に よる健

康被害 は今 も続 いてい る32)。

X.白 人のアボ リジニへの謝罪

1.ラ ッ ド首相 の謝罪表明

オース トラ リアの ラ ッ ド首相(KevinRudd)は2008年2月13日,ア ボ リジ

ニ に対 し,過 去 の政権 が行 なった政策 につ いて連邦 議会 で公式 に謝罪 した。労

働 党 の ラッ ド党 首が過去 の隔離 ・同化政 策や 「盗 まれ た世代」 とその家 族 たち

が受 けた苦痛 に対 して謝罪 した こ とは,こ れ まで謝罪 に応 じるこ との なか った

ハ ワー ド前保 守連合政権 との違い を明確 に した。
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自由党 の ブ レ ンダ ン ・ネル ソ ン(BrendanNelson)党 首 は,ラ ッ ド首相 に

よる謝罪 表明 を支持す る としなが らも,政 府 の過去 の政策 には善意 に基づ いた

もの もあ る と述べ,ア ボ リジニ ・コ ミュニ テ ィの一部 にみ られ た児童 に対 す る

性 的虐待発 生率 の高 さな どを根拠 にあげたため,大 勢 のア ボ リジニ を激怒 させ

て しまった。

市場 経済化 を加速 させ,経 済成長 を最優 先 したハ ワー ド前政権 では国民の あ

いだ に所 得格差 が生 じ,一 部 は富裕 層の仲 間入 りを したが大半 は よ り苦 し くな

った。 と りわけア ボ リジニの多 くは経 済的 に困窮 した。所得格差是正 に対す る

大 きな国民 的期待 によ りラ ッ ド新 首相 が2007年12月 に誕生 したのだが,こ の こ

とはアボ リジニ に とって も歓 迎すべ きこ ととな った。 しか し,ラ ッ ド首相 は ア

ボ リジニ に対 す る補 償金 の支払 い には応 じない方針 で,代 わ りに教 育や 医療,

経済面 におけ る支援 に取 り組 む決意が表 明 され た。 アボ リジニ は,そ う した社

会 的資源 の面で不利 な立場 に置か れて きたか らである。

2.加 害者 と被害者 の和解

私 にア ボ リジニ側 か ら彼 らの文 化 を学 ぶ きっか け をつ くっ て くれ たの は,

1992年 よ り翌年 まで オー ス トラリア ・モナ ッシ大学教 育学部大学院 に客 員教員

と して在 籍 していた折 に 「異文化 コ ミュニ ケー シ ョン」のセ ミナーで知 り合 っ

た元小学校 の教頭 先生,ス ミス(TriciaSmith)女 史 だった。彼 女 は教 員時代

に は マ ル キ ス トを 自認 す る 闘 士 だ っ た が,マ ル キ シズ ム に 半 ば 絶 望 し,

communism(共 産主義)よ りもアボ リジニの伝 統 で ある平 等 な分配 に基 づ く

communalism(共 同体 主義)に 理 想 を見 出 し,ア ボ リジニ の権 利拡 大 運動 を

後押 し していた。

彼女 に誘 われて,1993年 に4泊5日 のオース トラ リア教職員 労働 組合主催 に

よるアボ リジニの文化 を学 ぶ研 修会 に参加 した ときの ことであ った。 このなか

の出席者 の一人で小学校 の男性 教員が,ア ボ リジニの女性講 師の言葉 に抗議 し

て,「 私 たち白人 の祖 先が犯 した罪 に何 の責任 もない私 た ち 自身が,そ の罪 を

負 え とい うのか。 しか も私 も含 めて ここに集 ってい るの は,少 な くともアボ リ
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ジニへ の理解 を深 め,そ れ を教 育 に生 かそ う として いる善意 をもってい る人 た

ちでは ないのか。 そ う したつ も りで や って きた私 たちに対 して,あ ま りに も失

礼 な言 葉で はないか」 とい う意見 を表明 した。講 師は激怒 し,激 しい応酬 が続

き会場 は騒然 となった。休憩時 間に,こ の男性教員 は私 に 「韓 国 ・朝鮮 人か ら

過去 の 日本 の植民 地支配 に対 して,激 しい言葉 であたか もあ なた 自身 に も非が

あ るかの ように言われた らどう思 うか」 と質問 された。私 は言葉 を慎 重 に選 び

なが ら,異 文化 コ ミュニケー シ ョンは,ど ち らかが勝 ち,ど ち らかが負 け る と

い うwinorloseで は な く,相 互 に歩 み寄 りwinandwinと い う状 況 をいか につ

くれ るかに意義があ る と答 え,次 の ように続 けた。

「私 は 日本社 会の民族構 成で はマ ジ ョリテ ィにいる。過去 の植 民地主義 の犠

牲 となった人 々やその子孫 に,私 が直接 手 を下 したのでは ないが,在 日韓 国 ・

朝鮮 人,そ してア イヌ といったマ イノ リテ ィの権利 を拡 大す るの はマ ジ ョリテ

ィの責任 である と思 う。 その ような真摯 な態 度 を見せ る必要が あ る。マ イノ リ

テ ィが マ ジ ョリテ ィに対 して言葉上,攻 撃 的 になるの は仕方 の ない場 合 もある

けれ ど,マ ジ ョリテ ィのなかか ら協力者 を得 るにはで きるだけ温和 な態度 での

ぞ むべ きだ ろ う」 と。 その後,こ の白人男性 とアボ リジニ女性 は和解 し,心 か

ら互 いに理性 を欠 いた発 言 に対 して謝罪 し合 った。冷静 に過去 の歴史 を見つ め

未来 につ なげる連帯 の輪 が,そ の アボ リジニ講師 を中心 に してで き,そ の後 も,

この会 の参加者 の交流 は長 ら く続 いた。 日本 に帰 って間 もな く,先 の男性教 員

か ら,在 校生 にアボ リジニの子弟 が多 くいる勤務先 の小 学校 でつ くった とい う

トレーナ ーが送 られて きた。 それ にはアボ リジニ画家 の絵 と共 にABRAND

NEWWAYと 文字 が入 って いた。 「まった く新 しい道」 とい う意 味 であ る。

アボ リジニ対す る支配 の歴 史 を深 く反省 し,多 文化 国家 と して アボ リジニ との

共生 を 目指す オース トラ リア人 の心 の広 さに深 く感動 した。

オー ス トラ リア国立大 学歴 史学部教授 テ ッサ ・モ ー リス ・スズ キ は次 の よう

に言 ってい る。

わた しは 「他 者」 を具体 的 に迫害 しなかったか もしれ ないが,正 当 な対 応
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が なされ ていない過去の迫害 に よって受益 した社会 に生 きてい る。

わ た したちが今,そ れ を撤去す る努力 を怠 れば,過 去の侵略 的暴力 的行為

に よって生起 した差別 と排 除(prejudices)は,現 世代 の心 の 中に生 き続 け

る。現在生 きてい るわた したちは,過 去 の憎 悪や暴力 を作 らなか った か も し

れ ないが,過 去の憎悪や暴力 は,何 らか の程 度,わ た したちが生 きて いる こ

の物 質世界 と思想 を作 ったの であ り,そ れが もた ら した もの を 「解体」 す る

ため にわ た したちが積極 的 な一歩 を踏 み出 さない限 り,過 去の憎悪 や暴力 は

なお この世界 を作 りつづ けて い くだろ う33)。

マ ジ ョリテ ィ側 の祖 先が過去 に行 なった迫害 に よ り,他 者 をマ イノ リテ ィ化

した こ とか ら,現 在,マ ジ ョリテ ィは社 会的 に恵 まれ た立場 にあ る とい う歴 史

的連鎖 を知 るこ とは大切 であ る。マ ジ ョリテ ィ側 の人 々は,そ うした不平等 な

社 会 的構造 を変革す る責任 を担 うべ きであ る。 ラ ッ ド首相が 過去 の政府 に よる

アボ リジニ政策 に対 して謝罪 したの も,こ の ような考 え方が あったか らだろ う。

しか し,植民地 主義の被害者 にも加 害者 の子孫 をひ とま とめに して敵視せず,

連帯 の輪 を広 げる ことが で きる精神 的度量 や寛容が必要 で はない だろ うか。マ

ジ ョリテ ィ国民 にお けるマ イ ノリテ ィへ の謝罪や具体 的 な保障が過 度 に求め ら

れ る と,一 般 国民の あい だか ら 「逆差 別」 だ と して反動が起 りや すい。マ イ ノ

リテ ィの一部が 先鋭化 し,マ ジ ョリテ ィ文化 を攻撃 しなが ら,自 らの文化 の擁

護 と存 続 を声 高 らか に主張す れば,そ の反動 と してマ ジ ョリテ ィ側 か ら国民文

化 の再構築 を求め る排 他 的なナ シ ョナ リズムが台頭 しやす い。 そ して互 いの主

張が真 っ向か ら対立 して 「文 化戦争」へ と発 展 しか ねない。

レイ シズ ムが欧米 の歴 史的所産 であ ると共 に,民 主主義 や啓蒙思想,人 権 思

想 も多 くは欧米か ら他 の世界 に波及 した もので ある。被抑圧 者 のエ ンパ ワー メ

ン トもこの思想 的恩 恵 に浴す るこ とが多 い。世界 を見渡 して も独 裁 的 な国家で

民主化 運動 を率 いてい るの は,欧 米 の文化 に深 く接触 した人 たちであ り,ア ボ

リジニ活動 家 もオー ス トラ リアの ヨー ロ ッパ 的教 育環 境 で学 ん だ人 た ちで あ

る。
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X.ア ボ リ ジ ニ 初 の 国 会 議 員 ネ ビル ・ボ ナ ー(NevilleBonner)

国家 として調和 と統 一が とれる ようになれるには,マ イノ リテ ィが マ ジ ョリ

テ ィの文化 に馴染 み社 会進 出す る こ とが必要 であ るが,そ の ような意 味で よ く

モデ ル ・マ イ ノリテ ィとい う表現 が使 われ る。

自由党 のネル ソ ン党首 は,2008年2月13日,ラ ッ ド首相 のあ とでのス ピーチ

の なかで,同 じく自由党員 であ った故 ネ ビル ・ボナー(1922～1999)の 生涯 を

振 り返 り,彼 の功績 を高 く評価 した。

ボナーは,ア ボ リジニの母親 とイギ リス人の父親か らニューサ ウス ウ ェール

ズ州 の辺境 地 に生 まれたが,父 親 は彼 が生 まれ る前 に家族 を捨 て英国 に帰 国 し

て しまってお り,貧 困 にあ え ぐ生活 を強い られ,学 校教 育 もほ とん ど受 ける こ

とがで きなか った。牧場 な どでの肉体 労働 を続 けていたが,ア ボ リジニの地位

向上 を 目指 し,1967年 にアボ リジニ に参政権 が認 め られ る と自由党 に加 わった。

その理 由は 「体制 の なかか ら変化 をつ くる ことが必要 と考 えた。悪 い法律 が あ

るな らば,そ れ を破 るのでは な く,そ の法律 を変 える必要が ある」 と後 年,イ

ンタビュー に答 えて語 ってい る。1971年 か ら83年 まで,自 由党 か らクイー ンズ

ラ ン ド選 出の国会 ・上 院議 員 として活躍 した。1974年 には上 院副議 長 に,84年

にはオース トラ リア国家 勲章受賞者 にな り,92年 か ら96年 まで はグ リフィス大

学理事 会員 に任命 され,93年 には同大 学か ら名誉博士号 が授 与 されている。現

在 もネビル ・ボナー奨 学金 とい う制 度 に よ り,政 治学 また は関連分野 で一年 に

一 人,優 秀 なアボ リジニの若者 が選 ばれ 国内の大学 で学 びなが ら将来 を担 って

い る34)。

ネ ビル ・ボナーの生涯 や言行 録 はオース トラリア発信 のイ ンターネ ッ ト ・サ

イ トで豊富 に見 るこ とが で きるが,こ こでは彼 が アボ リジニ急進 主義者 との デ

ィベ ー トを記録 した本 か ら引用 してみたい35)。

・アボ リジニの権利拡大 の ため に体制 内改革 を唱 えて きた。
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・ア ボ リジ ニ の伝 統 だ け に こ だ わ らず ,技 術 的 な進 歩 の 恩 恵 に浴 す る こ とが 必

要 で あ る。

・ 「高 貴 な野 蛮 人 」 とい っ た こ とに甘 ん じて い た の で は ,二 級 市 民 の 地 位 か ら

抜 け 出 る こ とはで きな い 。

・ア ボ リ ジニ が ネ ガ テ ィブ な レ ッテ ル を 白 人 か ら貼 られ て い る こ とに ,憤 慨 し

て い た だ け で は ダ メだ 。 た とえ ば,ア ボ リ ジ ニが 職 場 に何 らか の 事 情 が あ る

にせ よいつ も遅 れ て行 っ た の で は,白 人 雇 用 主 の 「ア ボ リ ジ ニ は 怠 け者 だ」

とい う イ メー ジ を拭 い去 る こ とは で きな い 。

・ア ボ リ ジニ はマ イ ノ リテ ィなの だ か ら
,マ ジ ョリテ ィの 支 持 を得 な け れ ばマ

イ ノ リテ ィが 欲 す る もの を勝 ち取 る こ とは で きな い 。

・ア ボ リジ ニ の伝 統 的 な共 同所 有 とい うの は,国 家 の統 制 に よる共 産 主 義 とは

全 く違 う もの だ 。 そ の 共 同所 有 は血 縁 関 係 と部 族 の なか で の 義 務 に基 づ くも

の で あ る。(注:ボ ナ ー はtribeと い う言 葉 を使 用 して い る。 非 ア ボ リ ジ ニ は

避 け るべ きだ が,ア ボ リ ジニ 自身 が こ の言 葉 を使 うこ とは よ くあ る。)

・ 「ヨー ロ ッパ 的 な生 活 習 慣 とア ボ リジニ の そ れ は共 存 が不 可 能 」と言 うの は
,

今 で もキ リス ト教 徒 は ロー マ で ラ イ オ ンの前 に投 げ 出 され る とい っ た こ と を

言 うの に等 しい 。

アボ リジニ に対す る手厚 い優 遇政策 をは じめた のは,長 いあいだ政権 の座 に

あ った 自由党 に代 わ り,革 新 的 な政策 を打 ち出 し1972年 に誕 生 した ゴフ ・ホ イ

ッ トラム(GoughWhitlam)政 権 以来 の労 働党 で あ る。 自由党 の政 策の 中心

は 自由競 争 に よる社会 ・経 済的繁栄 であ り,あ る民族集 団 を特 別扱 いす るこ と

はない。 ボナ ーは政 治思想 の面で は保守 的であ ったが,自 由党 のアボ リジニ政

策 に対 して は批判 的な立場 を とる ことがた びたびあ り,労 働 党側 につ くこ とさ

えあ った。 しか し,ア ボ リジニだけの地位 向上 に専念 したので はない。 た とえ

ば,多 様 な民族 か らなる移民 の人権擁 護 を訴 え,1975年 に制定 された人種 差別

撤廃 法の立役者 となった。 ボナーの思 想の根底 には,ア ボ リジニの伝統 的 な宗

教 にお ける精神性 とキ リス ト教 で説かれ る隣 人愛 の融合 が あったが,彼 が具体
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的 な行 動 の ヒ ン トと したの は キ リス ト教 の ほ うで あ っ た ろ う。

X[.お わ りに(ア ボ リジ ニ の よ り良 き未 来 を願 っ て)

ネ ビル ・ボナ ーが言 った よ うに,マ イ ノ リテ ィで あるアボ リジニ は,マ ジ ョ

リテ ィの支持 を得 なが ら地位 向上 をはか るこ とが望 ま しい。 もちろん,民 主主

義 国家 で ある とい うことが条件 とな る。 ア メ リカ合衆 国 にお いて,マ ル コムX

では な くマーチ ン ・ルーサ ー ・キ ング牧師 に よるア フリカ系 アメ リカ人 の公民

権 運動が成功 したの は,ア フリカ系 アメ リカ人だけで はな く多 くの白人か らの

支 持 も得 られたか らで ある。

これ まで見 て きた ように,ア ボ リジニの文化 とヨー ロ ッパ 的な文化 の差 はあ

ま りに も大 き く,「文化 対立」 が生 じやす い。対立 を緩和 で きる,あ るい は対

立 を未然 に防 ぐことが で きるの は,ア ボ リジニ 自 らの文化 とヨー ロ ッパ文化 の

両方 をブ レン ドさせ,両 文化 の橋渡 しがで きる人 々であ る。 この点で期待 され

るのは文化変 容 しつつ あ る都 市の アボ リジニ で,と りわけ考 え方が柔軟 な若 い

世代 であ る。

2002年 に,ウ ェス タ ンオース トラ リア州のパ ースで当時,封 切 られたばか り

のTheTrackerと い う白人警察官 に よるアボ リジニへ の横暴 な態度 を扱 った映

画 を観終 え,出 よ うとした ところ,親 しそ うに してい る一人 のアボ リジニ青年

と二人 の白人青年 が 出て きたので,声 をかけてみた。三人 とも,丁 度 この 日は

警察学校 の卒業式が あ り,終 了後 にその映画 を観 に来 た との こ とだ った。 アポ

リジニの青 年 に 「アボ リジニへ の偏見 が強い警察での お仕事 は大 変で はないで

す か」 とき くと,「 だか らこそ警 察官 に なる こ とを決意 したのです」 と希 望 あ

ふ れ る表情 で頼 も しい答 えが返 って きた。近年,オ ース トラ リア各州 の警察 局

が発信 して いるイ ンター ネ ッ トでの警察官募集要項 に も,ア ボ リジニを積極 的

に採用 しようとす る姿勢が見受 け られ る。

アボ リジニのスポ ーツにおけ る活 躍 も目立 ってい る。2000年 の シ ドニー ・オ

リンピ ック女子400メ ー トル走 で,キ ャシー ・フ リー マ ン(CathyFreeman)
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が優 勝 した こ とは世 界 中 に知 れ 渡 っ た。 金 メ ダ ル を獲 得 した 後 の トラ ッ クー 周

の 際 に,ア ボ リジ ニ の旗 とオー ス トラ リア の 国旗 を身 に包 み トラ ッ ク を一周 し

た の で議 論 を 呼 ん だ が(通 例 で は,国 旗 だ け が 許 され て い る の で),フ リー マ

ンは ア ボ リジ ナ ル ・オー ス トラ リア ン(AboriginalAustralian)の 存 在 と誇 り

を内 外 に示 そ う と したの で あ る。

エ ス ニ ッ ク ・マ イ ノ リテ ィで あ る ス ポ ー ツ選 手 が オ リ ン ピ ック な どの 国 際大

会 で活 躍 す る こ とに よ り,同 集 団 の 人 々 の プ ラ イ ドが 高 め られ るだ け な く,マ

ジ ョリテ ィ はそ の マ イ ノ リテ ィ ・グ ル ー プ を称 賛 す る こ とに な り,互 い の連 帯

感 が もた らされ る こ とが あ る。 しか し,レ イ シズ ム の根 底 に は 「劣 等 的 な 人種

は 肉体 的 に は動 物 的 な優 れ た運 動 能 力 を発 揮 で きる が,知 的 な能 力 に乏 しい の

で 文 明 の 発 展 に は寄 与 で きな い」 とい う考 え方 が あ る。

ス ポ ー ツ の分 野 にお け る ア ボ リ ジニ の 活 躍 は,ア フ リカ系 ア メ リ カ人 が そ う

した よ うに,社 会 科 学 や 自然 科 学,エ ンジ ニ ア リ ングや 医 学 な どの知 的 な分 野

や ビ ジネ ス で活 躍 をす る ア ボ リ ジニ の 存 在 が あ って こそ,本 当 は よ り有 意 義 な

の で あ る。 「あ る 人種 は知 能 的 に劣 る」 とい うの は,は な は だ しい誤 解 で あ り,

環 境 的 条 件 さ え整 え ば 人種 に よ る能 力 の違 い は ほ とん どな い。

喜 ば しい こ とに,ス キ ル の 面 で も知 的 な分 野 で も社 会 上 昇 を しよ う とす る兆

しが ア ボ リジ ニ の若 者 の あ い だ に見 られ る よ うに な っ て きた。 アマ ン ダ ・リチ

ャー ズ(AmandaRichards)さ ん は,ア デ レー ド大 学 の 医 学 部 で 学 ん で い る。

父 親 を51歳 で 亡 く し,ア ボ リジ ニ の平 均 寿 命 が 一 般 の オ ー ス トラ リア人 よ り も

17歳 も低 い こ とや,ア ル コ ー ル ・麻 薬 依 存 症 が ア ボ リ ジニ の健 康 を む しば んで

い る こ とに心 を痛 め 医 師 に な ろ う と決 意 し,卒 業 後 は小 児 科 医 を 目指 して い る

との こ とで あ る36)。 ノ

サ ウ ス オ ー ス トラ リア州 に は 「先 住 民 ・青 少 年 の た め の 起 業 家 育 成 プ ロ グ ラ

ム」(YoungIndigenousEntrepreneurProgram)と い う15～25歳 の 先 住 民 を

対 象 と した 州 政 府 の 機 関 が あ り,Tシ ャ ツ を は じめ とす る フ ァ ッ シ ョ ン ・グ ッ

ズ の デザ イ ンや 販 売,そ して イベ ン ト運 営 な どの ア イ デ ィア を教 えて い る。 こ

の プ ロ グ ラ ム は熱 意 の あ る アボ リジ ニ青 少 年 だ け に 門戸 を 開 い て い るの で は な
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く,学 校 や社 会 で 問題 を抱 え て い る若 者 の 犯 罪 防 止 とい う役 割 も担 っ て い る37)。

ニ ュ ー サ ウス ウ ェ ー ル ズ 州 の 「州 ・地 域 発 展 省 」(DepartmentofStateand

RegionalDevelopment)で は,ビ ジ ネス の ス ター トか ら成 功 に導 く まで の ノ

ウ ・ハ ウ を ア ボ リ ジニ の若 者 に教 え て い る謝 。 そ の他 の州 政 府 も,こ う した動

きに追 随 し始 め て い る よ うで あ る。

教 育 ほ どマ イ ノ リテ ィの エ ンパ ワー メ ン トに資 す る もの は な い。 ア ボ リ ジニ

の教 育水 準 が 高 ま る につ れ,彼 らは マ ジ ョリテ ィの支 柱 と な っ てい る ヨー ロ ッ

パ 的価 値 観 に も長 所 を認 め,い ず れ は 自分 た ち の伝 統 的価 値 観 との 妥 協 点 を見

出す こ とに な る だ ろ う。

多 文 化 主 義 は存 続 させ な が ら,同 時 に オ ー ス トラ リアの 連 邦 政 府 や 州 政 府 と

ア ボ リジ ニ の各 援 助 組 織 が一 丸 とな っ て,よ り多 くの ア ボ リジ ニが 社 会 上 昇 を

す る こ とが で きる よ う,更 に 「自助 努 力 」 を う なが す 方 向性 を と り続 け るべ き

だ ろ う。
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